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平等への目覚め 
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「南無阿弥陀仏」は問いかけの言葉です。問われてくるのです。何が善
よ

かったのか、何が悪

かったのか。自分の人生を顧
かえり

みた時に、いろいろと思わせられる事があると思います。「善悪」

は、自分に都合のいいものは受け入れて、都合の悪いものは受け入れないのです。そういう世

界を私たちは抱えているのです。自分が中心ですから、自分が気に入る人は重宝
ちょうほう

するけれど

も、気に入らない人は重宝
ちょうほう

しない。そうやって人間の存在に序列をつけるのです。（中略） 

和讃
わ さ ん

の中に「解脱
げ だ つ

の光
こう

輪
りん

きわもなし 光触
こうそく

かぶるものはみな 有無
う む

をはなるとのべたまう 

平等
びょうどう

覚
かく

に帰命
きみょう

せよ」という和讃
わ さ ん

があります。有無
う む

、つまり善いとか悪いとか、自分中心の

世界からみんな等しい、そういう世界に目覚めて欲しいと願われているということです。言い

換えれば、姿、形はみんな違うのですが、みんな同じだということです。それを「無
む

等
とう

等
どう

」と

言います。等しくないけれども等しい。みんな違うけれども、等しいというのが阿弥陀という

名前の別の言い方で「無
む

等
とう

等
どう

」と言います。阿弥陀の世界は「無
む

等
とう

等
どう

」の世界なのです。「一

人ひとりが等しい存在です。どうかそのことに目覚めて下さい」と願われているんです。私た

ちは自分中心のこころで生きているので、そのことに背くような生き方をしています。そんな

かい ほうりゅう 
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私たちに、無
む

等
とう

等
どう

なる阿弥陀如来の世界を生きるものとなって欲しいと願われているのです。 

しかし、私たちは教えにふれても、自己中心のこころはなくなりません。つまり煩悩はなく

ならないのです。だから教えを聞き続けていかなければならないのです。（中略） 

だからこそ涅槃
ね は ん

の世界、如
にょ

の世界、南無阿弥陀仏の世界にふれ、自分自身の身の事実に帰さ

れていくのです。この身のかけがえのない尊さと重さ、それにいつでも背く私たち。そしてそ

のことに気付かない罪深さ、「南無阿弥陀仏」と頭が下がるしかない私たちであることを、阿

弥陀如来は常に教え照らし続けて下さっているのです。 

常にということは、私たちはいつでもどこでも誰でも、一人も漏らさず、如来の願いをいた

だいているということです。そしてその如来のおこころにふれる時、私の中に慙愧
ざ ん き

という悲し

みと傷みと共に、念仏申さんと思い立つ心が、私の力では起こり得ない世界が、私自身の奥深

いところから、私の心を超えて、私自身に発起してくるのです。そこにはじめて頭が下がる自

分が見出されてくる。それが帰命であり、南無
な む

という世界です。 

そのような世界に出遇えた喜び、歓喜と慙愧
ざ ん き

が、報恩
ほうおん

の心として、毎日の生活の中に具体化

されていく。そこに、報恩
ほうおん

の生活がはじまっていくのです。 

（『報恩の生活』） 

 

 

この「徳
とく

朋
ほう

」は仏教を拠
よ

り所としている方々の言葉に直
じか

に触れ、この身で感じる事を願いとして

毎月作成しています。多少難しい表現もあるかと思いますが、気にせず読んでみて下さい。


